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1.  第 15 回大会の御案内 

第 1R 同大会は昭和 57 年 5 月 27 ( 木 ), 28 C 金 7, 29 ( 土 ) 日に東京虎の 門の国立教育会館で 行な 

われます。 

今回は一般講演のほか ，シソポジウムも 行ないたいと 思います。 シソポジ ゥム の計画のあ る方 

はテーマ，オーガナイザ㍉ 講演者，内容などを 大会委員長まで 文書で御連絡下さい。 

会費は 4,000 円の予定。 宿舎のお世話ほいたしません。 くわしい内容についてほ 昭和 57 年 2 月 

に 御案内する予定です。 

日本発生生物学会第 15 回大会準備委員会 

委員長 平 本 幸 男 

〒 蝸 2 東京都目黒区大岡山 

東京工業大学理学部生物学教室 

2.  国際発生生物学会会長に 選ばれて 

岡田節人 ( 東大・ 理 。 生物物理 ) 

過日，スイス・バーゼルにおいて 開催された第 9 回国際発生生物学会議における 学会総会で， 

はからずも私が 同学会の次期の 会長に選出されました。 正確にいいますと ，学会運営の 引継ぎを 

円滑に行な う ため， 1982 年 8 月までは私は Preai 「 den ト @Klect として前期会長の A.A.Moscona 博 

士 (Chi ㏄ 90 大 ) と共同でこの 任務に当り，それ 以後 1985 年 8 月までは私一人が ，続いて 1986 年 8 

月までの一年間は ，私の次の会長に 当 る 方と共同で責任を 荷うことになります。 いずれにせよ ， 

今後，相当な 長時間にわたってこの 学会の会長として ，国際的に発生生物学を 代表するという ， 

誠にめまいをするような 重責がふりかかってきました。 

E.Hadorn,E 。 Wolff,A.Monroy,L.Sax 色 rn,A.A.Moscona,  と 続いてきた歴代の 会長の名を思 、 

ぃ浮 べれば，めま い はますますひどくなるばかりです。 

この学会の歴史においてそろそろその 代表者を欧米以外から 選 は 5 というムードは ，かなり 以 

前からあ り，そのことには 私も全く異存のあ るはずはあ りません。 しかし，それが 何故，私でな 

ければならないかは ，私が自らに 問 う までもなく，日本発生生物学会の 方々が誰しも 奇異性感ぜら 

れるであ り立しょ 5 。 しかし，なんとなく 固辞することもいかにも 不自然であ るような，一種の 

流れのままに ，とうとうこのような 大任を荷 5 ことになりました。 誠にお恥しいことであ ります。 

このことをもって ，関係の方々が「国際発生生物学会」というのはつまらん 組織だね，とおとり 

下さいません よ う に ，会長はど 5 であ れ学会の方は 立派であ ると私は確信しております。 

一昔前は，発生の 研究を形態だけの 指標でなく，生化学的技術ででも 進めるとか，器官の レベ 

か だけでなく，細胞とか 分子のレベルまで 進めるかという 類のレベル論があ りました。 今となっ 

ては，このようなレベルの 論議は常識として 解消してしまったと 思われます。 発生の研究は 真に 
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学際的，或は 英語で好んで 使われる言葉でほ multidjsciplmnary であ ることを必然的に 要請され 

ています。 さらには発生研究が 独自に生みだした 研究技術が，テクノロジーとしての 偉力を発揮 

するのではないかとい 5 期待が生れ初めてきました。 実に，現在はこの 学問の歴史の 中の重要な 

転機にあ るといえましょう。 この時期に当って ，このような 大役に任ぜられました 責任は，一層 

に 痛感しています。 

私の日本発生生物学会長としての 任期はあ としばらく残っております。 国際発生生物学会は 日 

本発生生物学会とは 全く別の，学会組織であ ります。 両者ともに同じ 学問上の目的をもつもので 

あ り，両者間に 利害の対立があ ろうなどとは 万一にも予想しておりません ，しかし，国際的な 学 

会組織とい子のは ，機構上極めてぜい 弱なものであ りますから， よ りょく組織化されている 区域 

の学会組織の 協力と援助なしには 運営できるものではあ りません。 この点については ，日本発生 

生物学会がとりわけて 立派な運営の 組織をもっていることは ，国際的にもよく 知られたところで 

あ り，今後 は 極めて具体的に 国際発生生物学会の 側から意見，協力を 求めることがしばしば 生ず 

るかと予想されますが ，何卒宜しくお 願い申上げます。 

仝回の国際会議では ，主催者は日本発生生物学会の 存在に大いに 配慮して， J.C.Dan 記念講演 

( 鈴木義昭氏， 基 生所 ) をおき，一方，約 30 人の多数の日本人研究者が 参加され，多くの 発表を 

行なわれました。 私としては誠に 嬉しく思いましたし ，諸外国の参加者にも 強い印象を与えた よ 

う であ りました。 なお，次期の 国際発生生物学会議 ( 第 10 回 ) は， p ス ・アンジ，ルスにおいて 

開催の予定であ ります。 また，国際発生生物学会への 加入については ，加入書とともに 手続きを 

サーキュラー 前回 号 に記しました。 広く日本の研究者の 加入をおまちしております 0 なお，加入 

書の送り先は 学会幹事が代りましたので 以下のようになっておりますが ，前幹事に送られても 支 

障は あ りません。 

Dr.Frank  Billet,Secret 虹 y 一 Treasurer,ISDB 

Dept.of  Biology,The  University,Building  62,Bassett  Crescent  East, 

SOUTHAMPTON,S0g 5NH EngIand 

最後に，改めて 日本発生生物学会会員の 方々からの， 御 助言， 御 叱責を心からお 願いします。 

何よりも，日本の 方々の適切な 御 支持なしには ，私が大役の 任にたえないことは 自明であ りさ 

す 。 

3.  バーゼル国際発生生物学会議より 

渡辺一雄 ( 鐘紡ガン研究所 ) 

( Ⅰ ) 

第 9 回国際発生生物学会議は ， 1981 年 8 月 28 日から 9 月 1 日まで，スイス 北端のバーゼル 市で 

開かれた。 会場には大見本市ビルの 会議室があ てられ，どことはなくただ よう 産業的雰囲気が ， 

学会に程よい 開放感を与え ，若さに満ち ， 気 どりのない集まりであ った。 

公式リストの 参加人員は 615 名だが，地の 利を得て，リストにない 若い参加者も 少くなかっ 
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た 。 この中で 25 題のシソポジウム 講演， U4m 題の一般講演， 22m 題のポスタ一発表が 行われた。 シ 

ソポジウムは 全参加者が聴げるよ 5 配置された一方，一般講演 四 会場と約 70 題のポスターが 同時 

進行した 3 日間ほ ，欲 ばりの人には 結構忙しく，プロバラム 片手に走り廻る 風景も見られた。 

en) 

シソポジウムの 構成 は ，学問の現状に 対する学会の 見識を示す。 この意味で ， 6 つに区分され 

たシソポジウムは ， " 総花的 " をさげ，意図的に 集約された特色あ るものであ った。 

まず， DNA の第 1 次構造の解明をふまえた『遺伝情報論』と ，細胞骨格分子，表面識別分子 

をふまえた 丁 細胞行動論』とが 総合されて第 1 のコ ア とされていた。 ここ数年で一気に 突破口が 

開かれたこの 頁核 細胞学は，すでに ，個別的な個体発生機構にとどまらず ， 真核 細胞の成立から ， 

系統群の進化まで 見通す基礎を 与えており，いま 生物学上の重い 扉が確実に動かされつつあ る現 

状であ る。 これまで発生学が 扱ってきた個別的な 現象なり概念と ， どこでどのように 噛み合 5 

か ，各人各様の 受 け取め 方があ ったに違いない。 

第 2 段階では，分子水準の 解析が早期に 成功をみた発生初期の 諸問題に焦点を 据え ， ゲノム発 

現の調節が論じられ ，加えて，ヒトを 意識した哺乳動物発生の 細胞生物学的研究が 扱われた。 い 

わば，細胞水準までに 照準を限って ，第 1 のコアの発生学的展開が 試みられたわげで ，筋の通っ 

た企画であ った。 

ところで，発生現象の 構成要素を， 真核 細胞の『遺伝情報論 Jl 「細胞行動論』と 積み重ねるな 

ら，当然その 連続線上に『構造 ( 形態 ) 論 山 が来なければならない。 形態形成は古典が 豊かなた 

げ でなく，近年， 電顕 的形態学と分子水準の 知見が統合され ，上皮構築性，結合織，基質に 関す 

る 空間的構造論が ，分子機能をふまえて 可能になりっ っ あ る。 今回のシンポジウムでは ，，この分 

野の今後の進展をにらんで ，含みが残されたというべきであ ろう。 

(fmm) 

周知の通り， 真核 細胞学は，遺伝子・ 細胞工学や哺乳動物卵の 扱いを通じて ，人間生活に 豊か 

な利便をもたらす 反面，人類自身の 存在基盤に，かってない 困難な問題を 投げかけている。 この 

状況に対して ， 真核 細胞学自身が 示しうる唯一の ア ソチテーゼは ，この知見をもとに ，自然の中 

の生物や人間自身を ，その存在の 基盤にまで 立 帰って，いかに " 理解の発想 " をもってとらえ ， 

かつ知的文化に 反映させうるかにあ る。 この成否 は ，人類自身が 作りだす科学の 本性 ( すなわち 

人類の本性 ) がどの程度文化的であ ったのかを測るひとつの 試金石となろう。   
どうやら DNA は， 矢 張り『自然の 中に形あ る生物種』の 成り立ちをたぐり 得るアリアドネの 

糸 らしい。 そして，その 糸をたぐって 進む道には，まさに 発生学そのもの ，すなわち， 『細胞の 

分化と集合行動 コ ついで『組織なるものの 属性』さらには『空間パターソを 規定する情報機構 コ 

などの解明と ，これを基礎に ，個々の個体発生様式の 成立や相互連関 ( 進化 ) を説きあ かす作業 

が 横たわる。 ウ ニ やヵヱル の 卵と 遊ぶ趣味人の 到達点が，個人的謎解き 好奇心の充足か ，さもな 

くば応用研究への 応用にとどまるわけではないことが ，今日あ らためて明瞭に 見えはじめた よう 

に 思われる。 

一 3 一 

  



  

(lV) 

今日の発生生物学の 状況 は ，発生学の独力ではなく ，分子科学や 医学との豊かな 総合からもた   
らされた。 目下の所，その 基盤は真 核 細胞生物学にあ り，そこでは 学問の大きな 普遍化の流れの 

中にあ る。 相互の交流は 今後ますます 豊かな実りをもたらすに 違いない。 

ひるがえって ，発生学 個 有の基本テーマとして ，たとえばパターン 問題や神経系の 高次構築の 

問題があ る。 そして，これらは 普遍化，国際化の 流れとは独立し ，さらに，細胞認識ともひとま 

ず離れた所で 研究が進展している。 

細胞認識を中核とした 総合化の流れと ，発生現象に 腰を据えた個性的進展の 共存は，今回の 国 

際 学会のみならず ，今日の発生生物学の 特色であ る。 この両者は，相互排除的でなく ，あ くまで 

相補的でなければ ，求める " 生物の本質 " に立入ることはできない。 

CV) 

今回の国際学会は ，研究における 進取の若さと 開放的な雰囲気の 中で，まずは 成功だったと 思 、 

われる。 この長所は，ポスタ 一発表における 間口の広さ，開放的活発さにもっともよく 顕 われて 

いた。 

発生生物学のように ，古典をふまえつつ ，幅広い現象を 自由な角度から 扱 う 学問では，大きな 

夢と，これを 支える若さと ，多様なアプローチをゆるす 豊かな度量が 生命であ る。 この学会がさ 

わやかな印象を 残したのも，これらが 自然に満たされていたからであ ろう。 ヱ クスカーシ， ソに   
お げる晴れ渡ったスイスアルプス や ，セレモニ一の 持たれ た ライソ河畔の Augsta Raurica の 深 

い静けさを思い 起しながら，この 自然さこそ，ヨーロッパの 文化そのものに 由来する貴重さかも 
・ ・ ・ 

しれないと思われる。 

CVO) 

ヨーロッパ，アメリカ ，東洋は，相互の 交流をふまえつつ ，独自の文化を 保ち，それぞれに 実 

力 を蓄えた。 近代合理科学に 日本は遅れて 出発したが，今回の 国際学会に出席して ，も ほや 日本 

が遅れているとは 思えなかった ( ただし，たとえばモノクローン 抗体導入への 腰 軽さや， 低 倍率 

走査 電 顕の気楽な駆使など ，直線的に目標に 向うとらわれのない 研究態度など ，多くの学ぶもの 

はあ ったが ) 。 加えて，今後の 自然科学の動静の 中で，東洋的理俳や 発想が生かされる 局面は確 

実に増大すると 思われる。 

今回の国際学会でも ，日本からの 参加者は若い 人達を含めて 多く，めいめい 独自に自分の 仕事 

をたずさえて 相 集まったという 印象は，国内での 学会と変りなく ，日本人同志の 交流も より 盛ん 

に 見受げられた。 こ 5 した状況の中で ， 本 会の岡田節人会長が 国際学会のプレジデントに 選任さ 

れたことほ意義深い。 日本人にとって 言葉の障害や 地理上の不利だけでなく ，東洋的な " 無用の 

遠慮 " も， 特に若い人達の 間では克服されつつあ るようだ。 
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4.  第 9 回国際発生生物学会に 参加して 

帯刀益夫 ( 東大・ 薬 ) 

8 月 28 日から 9 月 1 日まで，スイス ，バーゼル市で ，第 9 回国際発生生物学会が 開催された。 

前回東京で開かれてから ，すでに 4 年が経過している。 

今大会は， M.Burger が中心になり ， 「 Embryonic deveIopment:Genes and CeIIs 」を中心 

テーマとして アンソジ された。 大会初めの Ursprung の挨拶で，研究が 市民社会に理解され ， 社 

全的サポー トを 得ることが必要であ ると強調し，大会最終日のシソポジウム 甲 ertilizaHon of 

the human egg in vitro" のあ と，ジャーナリスト ，哲学者，弁護士まで 含めた round tabIe 

discussion で，試験管ベビ 一の是非について 討論するというように ，他の国際学会では 見られな 

い スタイルもあ り，面白い学会であ った。 

発生生物学という 分野に不案内な 筆者が印象記を 書くのは当を 得ていないかも 知れないが，感 

じたままを書いて 見たい。 

第 1 日目のシンポジウムは ， "Gene Structure and Function" で， BirnstieI,Chambon, Ⅲ か 

veIl Leder といった，この 分野の第一人者が ， review 的な話をした o B 廿 nstjel はウニのヒス 

ト ソ 遺伝子， Chambon は， S Ⅳ V40 ゲノムについて ， jn vitro mutagenesis,in vivo,jn vitro の 

transcription 糸を用いて，転写のコソトロールに 関与する遺伝子の 構造について ， 両者とも 全 

く 同じ結論に到達したことを 報告した。 興味あ る点は遺伝子の 5, 側の読み始めの 開始点の正確さ 

を規定する部位 (selector) と，それより 上流にあ って，その量を 調節する部位 (mod Ⅲ ator) が 

かなりはっきりして 来たことであ る 0 また，読み終りのシグナルも ，遺伝子の 3, 側に位置し， 一 

つの遺伝子がきちんと 読まれるために 必要な構造が 明らかとなり ，細菌の遺伝子発現の 調節と比 

べた 時 ，そのアナロジーはいよいよ 強くなったといえよう。 

Ⅲ avell は，ヒトヘモバロビ ソ 遺伝子の構造について review したが，最新のデータとして 興 

味 をひいたのは ，遺伝的貧血症 卍 サラ セ 「 アの 患者からグロビ ソ 遺伝子を ク p- ソし ，その構造 

と発現を調べたものであ る n この患者では 通常，少量のへモグロビ ソ しか合成できないのだが ， 

その遺伝子の 構造を調べたところ ，介在配列中に 一 ケ 所の塩基が異なる 突然変異が認められ ，こ 

れによりスプライシンバがおかしくなり ，転写 は 起きるものの ， mRNA が生成しないため ， 貧 

血症を皇することが 分 った。 

Leder は， 血 ovmng gene と題して，免疫バロブリ ソとは グロビ ソ の話をした 0 マウスには， 

正常な ば グロビ ソ の他に 偽 遺伝子 (Pseudo gene) があ り， この遺伝子は ，もとの ば グロビ ソ遺 

信子の介在配列部位のみが 欠失した構造をとっていることが 既に知られている。 何故この ょう な 

偽 遺伝子が存在するのかこれまで 分らなかったが ，実は，この 遺伝子は，もとの 遺伝子から， R 

NA 腫瘍ウイルスによって ， 別の染色体上に 運ばれた形跡があ ることをクローニンバによって 明 

らかにした。 

第 2 日の Genetic control のセッシ。 ソは ， Lewis,Hogness が ，シ a ウジ " ウバエ の ホメ オテ 

ィック変異 株の Bithorax complex eene について，遺伝的解析 と ，クローニンバによる 遺伝子 
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構造解析の結果について 報告した。 Hogness は，巧妙な トリ " クを 用いて， この変異株の 遺伝 

子をクローソ し ，比較した。 その結果，ほとんどの 変異株の遺伝子内に 挿入配列が認められ ， トラ 

ソスポグソと 遺伝子発現の 間に何らかの 関連があ ることを示唆していた。 また，発生過程の 変異 

体と ， 遺伝子構造を 対応させてゆく 研究方向は， 今後の発展に 期待が持たれる。 この結果や， 

Leder の結果，酵母のトランスボブ ソ 等の結果 は ，いずれも遺伝子の 不安定性が示されたもので ， 

進化的問題のみならず ，発生，分化現象の 上からも，今後もっとクローズア " プ されてくるもの 

と思われた。 

この セ " シ ， ン では，日本から 鈴木義昭博士 ( 基 生所 ) がカイコフィブロイソ 遺伝子の転写に 

ついて発表され ，とくに invitro で遺伝子の発現の 特異性を再現させようとする 立場を明らか 

にしたが，これは ，今後，発生，分化への 分子生物学的アプローチとして ，重要な方向であ ろう 

と 思われる。 鈴木博士の講演は ， J.C.Dan memorial lecture  として行なわれ ，講演に先立っ 

て，岡田先生がお 話しされたが ，戦争直後の 時代に Jean さんが使っておられた 古い顕微鏡の 

スライドは，今日の 富んだ状況に 比べると，厳しい 条件下での研究者の 迫力のようなものを 感じ 

させた。 

2  日目夕刻のセッシ "  ソは， "Developmentalgenetics  of  higher  animaIs"  と題して行なわれ ， 

Gurdon  と Illmensee  の講演が面白かった。 Gurdon  は，前回日本でも 講演したが， oocyte  へ 

の injection の技法を駆使して ，いくつかの 興味あ る知見を得ている 0 蛋白， mRNA,DNA など， 

生化学的に よ く同定され，純化されたものを oocyte へ 注入し， oocyte を一種の効果的な iL 

cubation miXture と考えてすすめて 来た従来の研究方向からさらに 発展させて，注入した 遺伝子 

を 望み通り発現させるにはど 5 したらよいかとい 5 課題と， o ㏄ yte が発生を遂行させてゆくため 

の capacity を，注入した 物質の動きで 見極めようとする 課題に アタ " クしよ 5 としているよ う に 

思えた。 いつもながら ，技法としては 十年一日の如く 同じであ りながら，次々と 根本問題ヘアプ 

ローチしょうとい 5 立場は，手法，技術の 革新に依存して 発展する分子生物学の 立場とは意識の 

上で 随分違 5 ように感じた。 

Illmensee は，核移植により 作るマウスの 話 と ，マウス胚に DNA を inject し ，発生の プ " 

セス を追お 5 とする方向の 研究について 発表した。 別の一般講演でも ，ウ ニ胚や マウス 胚へ 導入 

した DNA のその後の運命についての 報告が ニ，姉 あ ったが，現時点では ，導入の技術的問題の 

検討と，導入した DNA  の運命を追跡するのがやっとで ， Developmentalgenetics  という立場か 

らは，未だ多くの 困難な問題を 残している。 

8 月 30 日 ( 日 ) には総会が開かれ ，岡田節人先生が 次期会長に，竹内郁夫，鈴木義昭 両 先生が 

ISDB Board として選出され ，本学会での 日本の果す役割は ，いよいよ大きくなったといえる。 

午後は，アルプスをはじめとして ， Excursion があ り天候にも恵まれて ， 皆 スイスの風景を 満喫 

した。 

8  月 31 日のシンボジウムは "Developmentand  cancer"  と題して行なわれたが ，とくに興味 

あ る発表はなかった。 夕刻からは， Boat trip,FareweIl D 田 mer で ， 楽しい夜を過した。 
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最終日午前のシンポジウムは ， "CelI movement" と題して行なわれたが ， 田 rteIl の粘菌のア 

クチ ソ ， Lazandes のミオシン，アクチンなど ，遺伝子の構造，発現という 立場の話としては 面 

白いものの， movement との対応関係という 点では全く打つ 手なしという 感じであ った。 

最後のシンポジウムは ， 前にも述べたよ 5 に 田 ertilization of the hum ㎝ egg in vitro" で ， 

Mastroianni,Lopata  が講演し，とくに Lopata  は MeIbourne  の試験管ベビー 産生 (?) チ一 

ムの主要メンバ 一で，試験管内で 培養した ヒト の卯の受精後の 変化を電 顔 写真で詳しく 解析して 

いた。 すぐ後で行なわれた Round table discussion では，試験管ベビ 一の個々の具体例につい 

て 話し，試験管ベビー の 是非についての 討論に入ると ，質問の矢面に 立たされていた。 堕胎が 何 

でも無いことのように 行なわれている 日本の現状と ，一方で，機能的に 不妊な女性が 子供を欲し 

いという気持を 満足させようという 立場とは，あ まりに離れていて ，はじめのうち ピソ とこなか 

ったが，参加者の 真剣な討論に 圧倒された。 

日本の場合，科学研究と 市民の結びつぎという 立場からは，我々研究者の 意識は希薄であ り， 

もっとその接点を 求めてゆくべきであ ろう。 実際，最近の 組み換え実験技術に 対する市民からの 

反対に対しても ，研究者の側からその 安全性の科学的根拠を 説明し，納得してもらうという 努力 

はもっと払うべぎであ ると感じた。 最後のセッシ ，ン とあ って，日本から 参加された方々の 中で， 

round table discussion まで残って居られた 方が少なかったのは 残俳であ った。 

以上，本大会シンポジウムを 中心に感じたままを 書いて見た。 多くのデータは ，すでに発表さ 

れているか，帰国してすぐの 新しいジャーナルに 載っていたというように ，最近の学会では ，ホ 

ット 社 発表は無いようであ るが，シソポジスト 達は， 皆 ，自分の研究の 成果をまとめてわかりや 

すく話していた。 今回のシソポジウムが ，中心テーマの Genesand cells という立場から ，遺伝 

  

子から出発し ，細胞を介して 複雑な発生現象に 迫るという形でア ンソジ されており，研究方向の 

一つを明確に 提示してくれたことは ，参加者にとって 有意義であ った。 遺伝子に関する 研究が， 

あ る意味で花々しく ，情報量も多いが ，さて発生学という 問題に対して 何を解らせたかというと 

考えこんでしまう。 

複雑な発生現象を 解析するためには ，多面的なアプローチが 必要で，しかもその 相互の結びつ 

げ がうまくできてはじめて 解明できるのではないかと 感ずる 0 

分子生物学的側面から 発生学ヘアプローチしようとする 初心者の「発生学者」としての 筆者に 

とっては，このような 多面的な結びつきが ，共同研究も 含めて日本の 学会の中で拡がることを 念 

願 して，つたない 印象記を終ることとしたひ 0 

5.  DGD 編集主幹をお 引受けするにあ たって 

山名清隆 ( 九天・ 理 ・生物 ) 

このたび学会長の 岡田先生から ， DGD 編集主幹を命ぜられました。 この雑誌は，よくご 存知 

のように，国際的にも 高い地位と誇るべき 伝統とをもち 世界の発生生物学におおきく 貢献してお 

一 7 一 



  

  

ります。 すでに巻数も 23 を数え，昨年 1 年間でも約 90 篇の，さまざまな 分野の貴重な 論文が公表 

されました 0 この ょ 5 な DGD の現状は，佐藤忠雄， 椙山 正雄，岡田節人の 三先生および 編集者 

( 幹事 ) の方々の非常な 努力と， 類踊 れな能力と，そして 会員 ( 投稿者 ) のみなさんの 絶大な協 

力 とによるものであ ります 0 

このような DGD の編集主幹に ， 私が適任であ る   とは，いまもっておもってはいません。 
けれども会長の 強いご命令に ， お引受けせざるをえませんでした。 しかし「いったんお 引受けし 

たからには，粉骨砕身， DGD の発展のために 頑張ります」という 通常の「ごあ いさつ」のかわ 

りに，私は次のことをみなさんに 言わせていただぎたいのです 0 

これまでの三代の 編集主幹と編集者の 方々は， DGD  ( その前身も含めて ) を創刊し ， 多くの 

困難に耐えてそれを 維持し，さらにおおぎく 発展させてこられました。 い う なればこの時代は ， 

編集主幹と編集者の 熱意と努力に 依存することの 多い， 「編集者依存の 時代」であ りました。 し 

かし， これからは違います。 

おかげで DGD も，いまでは 年に 6 号 900 頁の雑誌に成長しております。 「容器」に不足はな 

くなりました 0 その中に「いれるもの」を よ くすることが 残されています 0 そして，その 中にい 

れるべ き 「 よ り よ いもの」をつくるのは ，編集主幹ではあ りません 0 編集者でもあ りません 0 そ 

れは会員のみなさんひとりひとりであ ります。 つまり，これからの 時代は，会員のみなさんの 熱 

意 と努力に依存する ， 「会員 ( 投稿者 ) 依存の時代」です。 「 よ り よ い UGD のために， よ い論 

文を， どしどしお寄せください」 0 これが私の「ごあ いさつ」です。 

DRD の編集方針には ，近年，岡田先生が 数多くの改革を 加えられました。 すくなくとも 当分 

は ，この方針を 守っていくつもりです。 しかし，もし 改良すべき点があ りましたら，ご 意見をお 

寄せください 0 お待ちしております 0 

なお，最後に ，非常に長い 期間にわたって 編集主幹の大役を 見事にお果しになり ，数々の画期 

的な発展をもたらされた 岡田先生に，会員の 万々とともにこころから 感謝いたします。 

6.  新 刊 紹 介 

水野丈夫 ( 東大・ 理 ・動物 ) 

丁 哺乳動物の初期発生 コ (1981) 

編集者 : 妹尾生知見 ほか 

発行 所 : 理工学社 ( 東京都文京区本郷駒込 5-9-10) 

この本性本年 6 月 10 口に第 1 版が発行され ，すでに 本 サーキ，ラ ー № 39E も広告がのっている 

ので，この本をごらんになられた 方も多いと届けが ，出版社よりの 依頼もあ り， ここに紹介す 

る 。 

い う までもなく，近年，哺乳類の 胚発生の研究は 爆発的に盛んになり ，過去 20 年の間に従来の 

実験発生学的発想を 適用しながらも ，他の動物胚を 用いては得られない 問題，すなわち ，発生に 
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